
 

令和元年度 全特長調査研究活動報告 

調査研究担当 

 

１ 研究主題 

「共生社会の実現に向けた特別支援学校の経営の在り方」 

 

 

２ 研究内容 

１）全特長ビジョン１１の提言を踏まえた調査研究を実施。 

２）調査研究項目は以下の７カテゴリとし、これら７項目について調査。 

（１） 教育課程（交流及び共同学習、キャリア教育、防災教育、道徳教育 等） 

（２） 法制制度（特別支援教育免許、発達障害、副学籍 等） 

（３） 施設設備（教室数、耐震化診断、避難所運営 等） 

（４） 人事厚生（外部人材活用、専門性の向上、休職 等） 

（５） 進路福祉（障害者自立支援法、進路担当教員数、就労促進 等） 

（６） 支援連携（特別支援教育コーディネーターの活用、連携先、支援先 等） 

（７） 併置校 （学校規模、施設、教育課程、管理運営 等） 

 

３  研究活動経過 

1)  実態調査について 

４月２５日  調査開始（事務局よりのメールにて依頼） 

５月１８日  調査締め切り（悉皆調査） 

５月 下旬   各校のデータ集約 

６月２０日  実態調査完成納入（研究大会にて配布） 

 

2)  全特長調査と研究集録について 

     平成３１年 ６月２１日  全特長総会：研究主題決定 

１１月２２日 調査開始（事務局よりのメールにて依頼） 

１２月２１日 調査締め切り      

平成３１年 ２月中旬   うるるＢＰＯにて集計 

平成３１年４月～令和元年５月末 調査報告原稿校正（調査研究担当） 

令和元年６月２７日 全特長大会にて研究集録配布（ＣＤ－Ｒ） 

※    後日、全特長ホームページにて会員に公開 


